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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

中学生の若々しい感性輝く
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市中学校合同作品展

市リサイクルマーケット
2000人が目当ての品を探す

8

檀一雄生誕百年記念文学顕彰祭
本家檀流クッキングに舌鼓

　小学校や校区公民館の秋の運動会が、各地で催されま
した。両開小学校では、すがすがしい秋晴れの下、9月
23 日に秋季大運動会が行われました。児童は、4つの
ブロックに分かれて、綱引きや障害物競走、騎馬戦、ブ
ロック対抗リレーなどに出場。優勝を目指す各ブロック
は、出場する児童に熱い声援を送りました。全校児童で
行う「ロックがたいね」「ロックソーラン節」では、練
習の成果を披露。児童が体を大きく使って上手に踊る姿
に、集まった保護者らは大きな拍手を送りました。

両開小学校「秋季大運動会」
児童の元気な声こだまする

参加者に料理の説明をする檀太郎さん

　半田隆夫さん、高口日文さん、塩塚純夫さんの共著で、
柳川市出身の横綱雲龍久吉（1822 ～ 1890 年）を紹介
した本、「第 10 代横綱雲龍久吉物語」を市立図書館に
寄贈しました。昨年が雲龍の横綱拝領 150年にあたり、
それを記念して 3人が 7月に自費出版。雲龍にゆかり
のある場所を写真や地図を使ったり、紙芝居「雲龍さん」
で生い立ちを紹介したりと、読みやすいよう工夫したそ
うです。半田さんは「柳川は相撲の郷

さと

。横綱がいたこと
を誇りに思ってほしいですね」と語りました。

横綱雲龍久吉を紹介した本を図書館に寄贈

本を寄贈した（右から）塩塚さん、半田さん、高口さん

横綱がいたことを誇りに

生徒たちの力作がずらり展示

綱引きで力を込めて綱を引く両開小学校の児童

会場にはたくさんの品物が並び来場者でにぎわった

　市クリーン連合会は 9月 23日、市民体育館でリサイ
クルマーケットを催しました。自宅の不用品を必要とす
る人に譲り、ごみの減量化につなげようと始まったこの
催しも今年で 17回目。今年は市内のグループや個人な
ど 58店が出店。目当ての品を探そうと、開場の時間前
からたくさんの人が行列を作っていました。会場には衣
類や雑貨、おもちゃ、陶磁器など、さまざまな品物が並
び、訪れた人たちは熱心に品定めをしていました。

　柳川をこよなく愛した直木賞作家の檀一雄。今年は生
誕百周年の記念すべき年です。9月 23日、新外町の川
下りコース沿いに設けられた檀一雄文学顕彰碑前で、生
誕百年のお祝いも兼ねた 26回目の文学顕彰祭が催され
ました。顕彰祭では文学碑に遺影が飾られ、献花や檀一
雄作詞の曲を合唱して遺徳をしのびました。式の後、参
加者はドンコ舟に乗って御花に移動。世界の料理に詳し
かった檀一雄ゆかりの肉料理 2品を、長男の太郎さんが
特別に調理して、参加者に振る舞いました。
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　市中学校文化連盟は、10月 3日から 12日にかけて、
あめんぼセンター 2階で合同作品展を開きました。中
学生の七夕揮

きごう

毫会で入選した書写作品や、授業や部活動
で制作した美術作品、家庭部作品、理科自由研究作品を
計 738点展示。色鮮やかに描かれたイラストや静物画、
イラストを小物に貼って作ったデコパージュなど、生徒
たちの力作に来場者も見入っていました。10月 7日に
は大和中学校茶道部がお点前を披露しました。


